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２
公
共
下
水
道
管
理
者
等
が
行
う
点
検
へ
の
協
力

道
路
管
理
者
は
、
第
１
の
４
に
よ
り
事
業
計
画
に

道
路
管
理
者
の
協
力
が
必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た

と
き
は
、
当
該
事
業
計
画
に
基
づ
き
公
共
下
水
道
管

理
者
又
は
流
域
下
水
道
管
理
者
が
行
う
点
検
に
協
力

す
る
も
の
と
す
る
。（
第
二
十
八
条
の
三
関
係
）

３
道
路
の
占
用
許
可
制
度
の
見
直
し


道
路
の
占
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
申
請

書
の
記
載
事
項
に
、
工
作
物
、物
件
又
は
施
設（
電

柱
、
電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他

そ
の
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
特
に

必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限

る
。）の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
も

の
と
す
る
。（
第
三
十
二
条
第
二
項
関
係
）


道
路
占
用
者
は
、
道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事

（
道
路
の
地
下
に
設
け
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施

設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
完
了
し
た
と
き
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

完
了
時
に
お
け
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
状

況
を
示
す
図
面
そ
の
他
必
要
な
図
面
を
添
え
て
、

そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
。（
第
三
十
二
条
第
四
項
関
係
）

４
そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。

第
３
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

１
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株

式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
若
し

く
は
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
又
は
地
方

道
路
公
社
は
、
高
速
道
路
等
の
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
、
第
２
の
１
に
よ
る
占
用
物
件
等
維
持
修
繕

協
定
の
締
結
及
び
第
１
の
４

に
よ
る
協
議
等
を
行

う
も
の
と
す
る
。（
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第

一
項
関
係
）

２
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。

第
４
附
則

１
こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。（
附
則
第
一
条
関
係
）

２
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
。（
附
則
第
二
条
か
ら

第
四
条
ま
で
関
係
）

３
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
等
に
関
す
る
検
討
規
定
を

設
け
る
。（
附
則
第
五
条
関
係
）

４
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。














（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
定
時
制
教
育
」
と
は
、
高
等
学
校
が
定
時
制
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
時
制
の
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
行
う
教
育
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
通
信
教
育
」
と
は
、
高
等
学
校
が
通
信
制
の
課
程
（
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
通
信
制
の
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
行
う
教
育
を
い
う
。

（
国
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、全
国
的
な
教
育
の
機
会
均
等
と
教
育
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
に
国
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
踏
ま
え
、

専
門
教
育
の
充
実
、
就
職
の
支
援
、
高
等
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
そ
の
他
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
振
興
等

の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
振
興
等
の
た
め
の
施
策
に
関
し
、
情
報
の
提
供
、

指
導
、
助
言
、
勧
告
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え

る
。（

地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
振
興
等
に
関
し
、
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
責
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
振
興
等
に
関
す

る
総
合
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
二
百
三
十
号
）（
環
境
省
）

１
太
陽
電
池
発
電
所
の
設
置
の
工
事
の
事
業
等
の
第
一

種
事
業
及
び
第
二
種
事
業
の
要
件
を
改
め
る
。（
本
則
関

係
）

２
こ
の
政
令
は
、令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
附
則
第
一
項
関
係
）

３
こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め

る
。（
附
則
第
二
項
関
係
）














◇
検
疫
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二

百
三
十
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１
下
地
島
空
港
を
新
た
に
検
疫
飛
行
場
と
し
て
定
め

る
。（
別
表
第
一
関
係
）

２
下
地
島
空
港
に
つ
い
て
検
疫
所
長
が
検
疫
感
染
症
等

に
関
し
調
査
及
び
衛
生
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
区

域
を
定
め
る
。（
別
表
第
三
関
係
）

３
こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
か
ら
施
行
す

る
。（
附
則
関
係
）

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
律
第
六
十
三
号

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
振
興
等
に
関
す
る
法
律

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
勤
労
青
年
そ
の
他
の
多
様
な
生
徒
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
行
う
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八

年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
精
神
に
の
つ
と
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
の
定
時
制
教

育
及
び
通
信
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
そ
の
振
興
並
び
に
適
正
な
実
施
及
び
運
営
の
確
保（
以
下「
振

興
等
」
と
い
う
。）に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
を
受
け

る
生
徒
が
社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
素
養
を
培
い
、
そ
の
個
性
に
応
じ
て
将
来
の
進
路
を
決

定
し
、
も
つ
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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